
 1 班 活動報告
 

【日  時】   2019年 3月 22日（金） 曇り 

【集  合】   10：00 能勢電鉄「妙見口」 改札前広場 

【参加人数】  68 名 （新会員 7名含む） 

【行  程】   妙見口 ～ ミツマタ第 1群生地 ～ トンボ池・ヤシキ谷 （昼食・班長会）  

         （10：00）   （11：20～11：35）    （11：45～12：45） 

～ ミツマタ第 2群生地 ～ 妙見口（解散） 

   （13：15～13：30）     （14：30）    

 

冬が逆戻りの寒さの中、下見の時（1 ヶ月前）は蕾だったミツマタが    

今日の状況はどうか。少しの不安と期待で群生地に向かった。 

第 1群生地の斜面は黄色に染まり、ほぼ満開。甘い香りがあり、 

白色も少し混ざり蕾が残っているのも確認。能勢は寒いのだ。 

ヤシキ谷では由来の説明を受け、昼食を済ませ第 2群生地へ。 

こちらも同様満開！ 皆の満足そうな笑顔で体も温かくなった。 

    ミツマタの黄で埋まりしや能勢の谷 （詠み人知らず） 

 

【観察草木】 カンアオイ、ナワシログミ、ヒサカキ、リュウキンカ他 

                                                                                                                                                                                                               

                                                                           

餅のように粘々 

《モチツツジの蕾》 

 

白い小さな目立たない花 

《セリバオウレン》 

菊炭の原木 

《台場クヌギ》 

ピンクの可憐な花 

《ウグイスカグラ》 【新入会員の感想】 

 

★ミツマタの群生、初めて見て感動しました。大阪近郊にこんな所があるのですね。 

★ミツマタの花がこんなに美しかったとは、感激した。 

★以前にもミツマタを見たが今日は 2 ヶ所も満開で良かった。 

★とても楽しかったです。これからが楽しみです。寒かったのが残念でした。 

★なかなか良い雰囲気だった。楽しかった。有難うございました。 

★家庭的な雰囲気で楽しい集まりですね。これから早くなじんで楽しみます。 

★震えながら楽しいひと時を過ごしました。 


